
水戸市青少年育成推進会議 検索

令和６年７月６日（土）
水戸市総合教育研究所

　今年は、2,697点の応募作品から
選ばれた20人の優秀賞受賞者が、
高橋靖市長の挨拶の後に発表を行
いました。
　学校生活や家庭生活、社会生活を
とおして、日ごろ考えていることや、
これからの目標を、感性豊かに素直
に堂々と発表する姿に、会場の皆さ
んは大きな感銘を受けていました。

水戸市青少年育成推進会議

水戸市青少年育成推進会議
会長　圷　哲男
水戸市教育委員会事務局教育部生涯学習課内
水戸市中央1-4-1　☎029-306-8692

私たちは、明日を担う青少年の健全な育成を図るため、市民の皆様とともに行政と一体となってきめ細かな青少年育成活動を力強く推進しています。

「踏まれても根強く耐え、そっと腰をおろせばやさしく憩わせてくれ、子どもたちを伸び伸びと遊ばせてくれる道芝」
みちしば
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昨
年
度
は
、

水
戸
市
青
少

年
育
成
推
進

会
議
の
事
業
・

活
動
に
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
5
類
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
間
の
社
会
の
生
活
様
式
の
変

化
は
、
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
青
少
年
を
取
り
巻
く

環
境
も
、
い
じ
め
や
不
登
校
、
児

童
虐
待
、
貧
困
問
題
、
有
害
情
報

の
氾
濫
な
ど
の
課
題
に
加
え
、
孤

独
や
孤
立
問
題
な
ど
の
課
題
が
表

面
化
し
、
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。

　

本
推
進
会
議
で
は
、
本
年
度
も

継
続
し
、
市
民
の
皆
様
方
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
社
会
全

体
で
青
少
年
を
支
え
、
見
守
り
、

育
ん
で
い
く
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
大
人
の
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
運
動
～
大
人
が
変
わ
れ

ば
、
子
ど
も
も
変
わ
る
～
」
の
普

及
促
進
を
根
幹
に
据
え
、
三
つ
の

専
門
部
会
を
中
心
に
、「
会
報
紙

『
道
芝
』
の
発
行
」
や
「
家
庭
の

日
推
進
事
業
」、「
緊
急
避
難
所

『
こ
ど
も
の
安
全
守
る
家
』
の
設

置
」、「
少
年
の
主
張
大
会
」、「
中

学
生
交
流
会
」
な
ど
の
育
成
事
業

を
、
全
力
を
傾
け
進
め
て
参
り
ま

す
。

　

ま
た
市
内
16
の
地
区
青
少
年
育

成
会
や
学
校
、
地
域
住
民
の
皆
様

と
連
携
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

を
温
か
く
見
守
り
、
支
援
す
る

「
あ
い
さ
つ
、
声
か
け（
言
葉
か
け
）

運
動
」
な
ど
の
実
践
活
動
を
通
し

て
、「
地
域
親
（
地
域
ぐ
る
み
の

子
育
て
）
の
輪
」
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
引
き
続

き
、
次
世
代
を
担
う
青
少
年
の
健

全
育
成
の
た
め
の
事
業
・
活
動
に
、

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

・総会に関する企画・
運営
・青少年指導者研修会
の開催
・会報紙『道芝』の発行
・リーフレットの発行
・賛助会員の募集

総　会

理事会

地区会長・
事務局長会議

地区青少年育成会
（中学校区単位）

関係機関・団体・
賛助会員

地区住民
（各家庭・青少年育成者）

総務広報部会
・「家庭の日」絵画・ポスター
と作文コンクールの開催
・緊急避難所「こどもの安
全守る家」事業の推進
・青少年健全育成標語
塔の補修
・社会環境向上活動
（研修会の開催、白ポスト
による有害図書等の回収）

地域・環境部会
・少年の主張大会の開催
・中学生交流会の開催
・青少年若者体験活動
事業の開催

青少年社会参加部会

水戸市青少年育成推進会議

水戸市青
少年育成

推進会議
事務局

子育ては　ほめる

叱る  見守る  抱きしめる

（水戸市
教育委員

会事務局
教育部生

涯学習課
内）

Tel.029-306-8692 Fax.029-306-8693

［Eメール
］seisyounen@city.mito.lg.jp

悩みを話せる人がいますか? 

気軽にお電話ください。

不登校に悩
む相談
小・中学生

とその保
護者対象

問い合わせ
先：水戸市

総合教育研
究所

Tel.029-244-6730
いじめ相談

Tel.029-244-1347

9:00～20:00

9:00～17:00

月～ 金

土

9:00～17:00月～ 金

動画版もあります

水戸市公式

YouTube

チャンネル
水戸市役所HP

（水戸市青少年  

　育成推進会議）  

わが子と向き合っていますか？

家庭教育って何だろう？
―家庭教育はすべての教育の出発点―

保護者の皆様へ

～はばたけ 水戸っ子たち～

N O
Y E S

元気にあいさつを交わしてい
ますか？
一日の出来事を話し合ってい
ますか？
将来の夢や希望について話
し合っていますか?正しい言葉遣いが出来てい

ますか? 
家庭での役割をもっていま
すか？ 
家庭の約束（ルール）はあり
ますか？ 
早寝早起きをしていますか？ きちんと朝ごはんを食べてい

ますか？
家族で楽しく食事をしていま
すか？ 
愛情をもってほめ、叱ってい
ますか？

水戸市青少年育成推進会議事務局

1

2

3

4

5

6

7
8
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子育ては　認める叱る  見守る  抱きしめる

動画版もあります水戸市公式YouTubeチャンネル

水戸市役所HP（水戸市青少年  　育成推進会議）  

（水戸市教育委員会事務局教育部生涯学習課内）

Tel.029-306-8692 Fax.029-306-8693
［Eメール］seisyounen@city.mito.lg.jp

水戸市青少年育成推進会議

中学生用

　体が急成長し、気持ちの上でも自立心が強くなる中学

生。でも、一方では、「自分のことを理解してほしい」「自分

のことを認めてほしい」とも思っています。
　いま、子どもに対して何が必要か、家庭で何ができる

のかを、親子でよく話し合いましょう。
　過保護や過干渉にならないように気をつけ、子どもが

自分で決定し、責任を持って行動ができるよう、子どもの

考えをよく聞き、話し合い、見守ることが大切です。

　親の笑顔が子どもの笑顔をつくります。子どもたちに

とって「家庭」は、心のよりどころとなる場所であり、すべ

ての教育の出発点です。　家族のふれあいを通して、規則正しい生活習慣や規

範意識、豊かな情操や思いやり・感謝の気持ちなど、親

子で共に学び、子どもたちの未来を育みましょう。　

悩みを話せる人がいますか? 
気軽にお電話ください。不登校に悩む相談

小・中学生とその保護者対象

問い合わせ先：水戸市総合教育研究所

Tel.029-244-6730 いじめ相談Tel.029-244-13479:00～20:00
9:00～17:00

月～ 金

土 9:00～17:00
月～ 金

本推進会議の地域・環境部会が各地区青少年
育成会の取り組みを支援しています。

“子どもの緊急避難所”

問い合わせ先　　　　　　　　　

水戸市生涯学習課
TEL 029-306-8692（直通）
FAX 029-306-8693
Eメール：
seisyounen@city.mito.lg.jp

こどもの安全守る家に
登録しませんか

青
少
年
の
育
成
活
動
に
ご
協
力
を�

会
長
　
圷
　
哲
男
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令和６年度 定期総会定期総会をを開催開催
　５月25日、水戸市役所において、令和６年度定期総会を開催しました。
　未来を担う水戸の子どもたちを、市民の皆様と一体となって見守り育
てていけるよう、ご支援とご協力をお願いいたします。

令和６年度
正副会長・監事・理事・
部長はこちらから

第39回 水戸市少年の主張大会
「優秀賞」 「佳作」

学校名 氏　名 学年 氏　名 学年
第 一 中 渡邉　貴彬 3 鈴木　惺己 3
第 二 中 奈須煌一朗 2 關　　優志 1
第 三 中 桑原　結都 3 佐藤柚莉愛 3
緑 岡 中 中川　瑛慈 3 師子鹿萌衣 3
第 四 中 小野田稜太 3 梶　　蒼英 2
飯 富 中 羽鳥　光稀 3 大森　海澄 3
赤 塚 中 遠藤　花南 3 海野　陽咲 1
第 五 中 小松澤正雄 3 浦島　結月 3
見 川 中 澤田　愛奈 3 川田　芽依 2
双 葉 台 中 笠原　綺乃 3 佐藤　千春 3

決算／収入総額　5,793,451円　　支出総額　5,660,813円
　　　差引残高　   132,638円（次年度へ繰越）
予算／収入総額　5,226,000円　　支出総額　5,226,000円

収　入� （単位：円）

科　　目 令和５年度
決　算

令和６年度
予　算 内　　　容

会 費 2,979,620 2,993,000 推進会議本部会費、賛助会費
補 助 金 2,260,000 2,100,000 水戸市、水戸市社会福祉協議会
諸 収 入 14 362 預金利子
繰 越 金 553,817 132,638 前年度繰越金
合 計 5,793,451 5,226,000

令和５年度決算・令和６年度予算

「優秀賞」 「佳作」
学校名 氏　名 学年 氏　名 学年

笠 原 中 井出　愛子 3 蛭田　悠斗 3
石 川 中 熊野　諒太 3 石川　瑠唯 2
千 波 中 渡邊　　佳 3 大野　　楓 3
常 澄 中 飛田枝帆美 3 長島　功征 2
内 原 中 富田　心南 2 富永　祥介 2
国 田 義 務 教 育 公文　　樹 7 中森　らら 9
茨城大学教育学部附属中 山下　悠月 2 久米　凛佳 2
茨 城 中 新田　久美 3 若松あかり 2
茨 城 朝 鮮 初 中 高 級 朴　　翔賢 2 孔　　穂映 3
智 学 館 中 等 教 育 藤本　瑚乎 3 植田　飛龍 3
水戸第一高等学校附属中 清水　和奏 1 黒澤　　遼 1

支　出� （単位：円）

科　　目 令和５年度
決　算

令和６年度
予　算 内　　　容

事 務 局 費 395,969 439,000 会議費、旅費、需用費、役務費

総務広報部会費 1,718,163 1,730,000 青少年指導者研修会、会報紙「道芝」の発
行（年２回）、リーフレットの発行（年１回）

地域・環境部会費 858,242 310,000
「家庭の日」絵画・ポスターと作文コンクー
ル、社会環境向上研修会、「こどもの安全
守る家」プレートの作成、標語塔の補修

青 少 年 社 会 
参 加 部 会 費 222,539 280,000 少年の主張大会、中学生交流会、青少年

若者体験活動事業
地域育成活動費 1,300,000 1,300,000 地域活動づくりの支援（16地区）
ふれあいを深める事業費 1,120,000 1,120,000 実施地区へ交付
負 担 金 15,900 16,000 水戸地区青少年育成市町民会議連絡会負担金
積 立 金 30,000 30,000 記念事業費
予 備 費 0 1,000
合 計 5,660,813 5,226,000

　

水
戸
市
の
生
涯
学
習
課
の
中
に

は
、そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
観
点
か
ら

青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
を
し
て

い
る「
青
少
年
相
談
員
」と「
青
少

年
育
成
推
進
会
議
」が
あ
り
ま
す
。

　

青
少
年
相
談
員
は
、
水
戸
市
教

育
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま

す
。
教
職
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
保
護

司
、
民
生
児
童
委
員
、
地
区
育
成

会
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
民
間

有
志
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
水
戸
駅

周
辺
を
巡
回
す
る
中
央
補
導
、
各

地
区
内
を
巡
回
す
る
地
区
補
導
、

黄
門
ま
つ
り
な
ど
の
特
別
補
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
は
、
推
進
会
議
の
研
修

会
で
「
青
少
年
の
夜
間
行
動
を
考

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
青
少
年
相

談
員
と
共
に
、
３
班
に
分
か
れ
て
、

水
戸
駅
周
辺
の
夜
間
補
導
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
青
少
年
相
談

員
の
活
動
内
容
を
学
び
な
が
ら
巡

回
し
、
青
少
年
の
夜
間
行
動
を
取

り
巻
く
環
境
と
実
態
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

青
少
年
相
談
員
と
青
少
年
育
成

推
進
会
議
の
総
会
は
、
同
日
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
い
つ
か
は

一
緒
に
情
報
交
換
し
た
い
と
の
思

い
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
度
、
推

進
会
議
の
圷
会
長
に
、
青
少
年
相

談
員
と
の
合
同
情
報
交
換
会
開
催

の
申
し
入
れ
を
し
た
と
こ
ろ
、
快

諾
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
５
月

25
日
の
総
会
の
後
に
初
め
て
開
く

こ
と
が
で
き
、
互
い
の
活
動
内
容

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
青

少
年
の
健
全
育
成
に
関
わ
る
大
人

同
士
、
こ
れ
か
ら
も
研
修
会
な
ど

を
行
い
な
が
ら
情
報
交
換
を
し
ま

し
ょ
う
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
成
長
す
る
た

め
に
必
要
な
環
境
を
作
る
こ
と

は
、
大
人
と
し
て
の
責
務
と
考
え

ま
す
。
今
後
も
青
少
年
に
対
し
て

の
関
わ
り
方
、
親
や
大
人
の
生
き

方
、
社
会
の
在
り
方
な
ど
、
語
り

合
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

市HP、Youtubeチャンネルで配信します。（9月中旬以降公開予定）

青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
会
長

青
少
年
育
成
推
進
会
議
理
事

�

白
田
　
茂
司

生
涯
学
習
課
の

　
う
ち
の
大
人
・

　
　
と
な
り
の
大
人
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お

はよ
う！

悩みを話せる人がいますか? 気軽にお電話ください。
小・中学生とその保護者対象

問い合わせ先：水戸市総合教育研究所  ☎029-244-1331

不登校に悩む相談
Tel.029-244-6730 9:00～20:00 9:00～17:00

月 ～ 金 土

いじめ相談
Tel.029-244-1347 9:00～17:00

月 ～ 金

親が変われば 子どもも変わる！！
「親の背を見て子は育つ」と言うとおり、親の生き方から子どもは学びます。
親が口ではどんなに良いことを言っても、言っていることとやっていることが違うのでは、
子どもの反発を招くのではないでしょうか。親は、言動と態度で子どもに規範を示しましょう。

家庭でできること
あいさつを習慣づける

子どもを守ろう  ～ 知っておきたい危険 ～
携帯電話やインターネットの危険性

深夜外出は非行の第一歩
薬物や脱法ハーブは「ダメ。ゼッタイ。」

生活のリズムを整える
子どもの話を真剣に聞く

子どもを認める
時には厳しさも必要

いじめの早期発見・早期解決 不登校への対応

見逃さ

ないで 子どものサイン

●投げやりな態度や乱暴な言葉を使う。
●生活が不規則になり、家族を避ける。
●自分の部屋に閉じこもりがちになる。
●学校での出来事を話すのを嫌がる。
●調子が悪いなどと言って、登校を嫌がる。

　など

ＳＯＳ
サインの例

飯
富
地
区

わ
た
し
た
ち
の
地
域
⑫

〇
石　

野　

奈
緒
美（
育
成
者
）

　

川　

又　

宏　

文（
育
成
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き
ぬ
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育
成
者
）
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御
手
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中
）
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田
）

　

小　

柴　

聡　

子（
緑　

岡
）

　

檜　

山　

祐　

子（
四　

中
）

　

中　

村　

典　

子（
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川
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は
づ
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原
）
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野　

智　

美（
常　

澄
）

　

井　

川　

健　

一（
内　

原
）

　

今
回
は
４
ペ
ー
ジ
で
の
お
届
け
と

な
り
ま
し
た
。
色
々
検
討
を
重
ね
、

活
動
内
容
が
少
な
い
８
月
は
４
ペ
ー

ジ
、
３
月
は
８
ペ
ー
ジ
と
し
、
カ
ラ
ー

印
刷
に
い
た
し
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
の

レ
イ
ア
ウ
ト
も
変
更
し
、
広
く
市
民

の
皆
様
に
読
み
や
す
く
親
し
ん
で
い

た
だ
け
る
紙
面
を
目
指
し
、
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

表
紙
で
お
伝
え
し
た
よ
う
に
、
中

学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
発
表
し
、

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
ズ
会
が
受
付
等
で
活

躍
し
ま
し
た
。
次
号
で
も
子
ど
も
た

ち
が
生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
る
様

子
を
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
い
た
だ
き
、
応
援
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。�
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編
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委
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（
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委
員
長
）

編 

集 

後 

記

　

飯
富
地
区
青
少
年
育
成
会
は
、

近
年
の
少
子
高
齢
化
や
生
活
の
多

様
化
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
が

大
き
い
な
か
、
地
域
の
皆
さ
ま
や

各
種
団
体
、
学
校
な
ど
か
ら
様
々

の
協
力
を
賜
り
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

飯
富
自
治
実
践
会
や
地
域
の
有

志
と
と
も
に
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教

室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
飯
富
地

区
で
は
子
ど
も
会
が
休
会
と
な
り
、

子
ど
も
た
ち
の
行
事
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
状
態
で
し
た
が
、
地

域
全
体
で
地
域
の
子
ど
も
を
育
む

べ
く
、
こ
の
活
動
を
数
年
前
に
始

め
ま
し
た
。
参
加
者
も
徐
々
に
増

加
し
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
生
き

と
し
た
笑
顔
や
楽
し
む
声
が
会
場

を
包
ん
で
い
て
、
地
域
活
性
の
一

助
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

想
像
力
を
高
め
、
物
を
作
る
楽

し
さ
を
味
わ
う
陶
芸
教
室
を
小
学

生
対
象
に
開
催
し
ま
し
た
。
講
師

の
方
か
ら
の
説
明
を
受
け
、
限
ら

れ
た
時
間
内
に
完
成
の
イ
メ
ー
ジ

を
し
な
が
ら
制
作
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
社
会
状
況
の
変
化
に
対

応
し
、
地
域
特
性
に
見
合
っ
た
活

動
を
通
し
て
、
地
域
全
体
で
子
ど

も
た
ち
を
応
援
し
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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